春闘総決起集会挨拶（３月４日）
冒頭、来週土曜日の３月１１日で、東日本大震災から６年目を迎えるわけであります。

今なお、多くの方々が県内外に避難生活を余儀なくされ、被災３県から山形県内への避難者もピーク時期は14,000人を数え、今なお、3,000人近い皆さんが山形県内での避難生活を余技なくされている状況にあります。

いずれにしても、風化させることなく、一日も早い復旧・復興、そして再生を願うとともに、被災地並びに県内避難者への様々な支援を行っていく必要があるんだろうと思います。
さて、今年の春闘も、各労働組合は、今、精力的に交渉を行っている、真っ最中であり、自動車・鉄鋼・電機をはじめ大手の労働組合は、再来週の3月15日に集中回答日の山場を迎えることとなるわけであります。
こうした大手の労働組合と連動しながら、連合山形として、今春闘の重点課題は沢山あるわけですが、大きく3点に絞って取り組んでいきたいと思います。
一つは、賃金引上げの取り組みについてであります。
全体として、3年連続して賃金の引上げとなりましたが、ＧＤＰの6割を占める個人消費を拡大するまでには至っていない状況であります。引き続きデフレ脱却に向けた賃金引上げはもはや社会的な要請となっているわけであいます。
したがって、あくまで月例賃金にこだわる取り組みとして、ベアによる月例賃金の引上げ２％・額にして6,000円の賃金引上げを求めていきたいと思います。

二つは、一つ目と関連しますが、「大企業と中小企業の格差解消、全体の底上げ」についであります。

県内企業の99・8％は中小企業であります。したがって、大企業と中小企業の賃金格差是正の取り組みは重要な課題であります。

この3年間の春闘でも県内中小企業の賃金引上げは、大企業の賃金引上げに追いつかず、むしろ大企業と県内中小企業の格差は拡大するばかりであります。その結果として、若者の雇用における県外流出問題が大きな課題になっており、こうした問題を解決していく為にも「賃金引上げによる格差是正・全体の底上げ」の取り組みが重要なんだろうと思います。

三つは、長時間労働の是正についてであります。

この問題については、過労死・自殺問題など今社会問題となっていますが、年間2,000時間を超える長時間労働の結果として、今日の過労死問題や現職死亡の問題が発生しているわけであります。
働き方改革と関連するわけですが、今こそ、ワーク・ライフ・バランスの取り組みとして、続可能な社会に向け、長時間労働の削減・撲滅に向けて取り組んで行きたいと思います。なお、この課題については一般論を言っても仕方ありませんので、各産別・単組毎に状況は違うわけでありますので、その状況に応じて「一歩前に進めるために何ができるのか」各産別と連携し意見交換を行っていきたいと思います。

そして、連合山形としてはこうした三つの重点課題の前進に向けて、とりわけ、より多くの組合での要求書の提出、交渉・妥結の促進に向けて各個別単組激励訪問と世論喚起に向けた街宣行動、今年で2回目になります、4月17日予定の「地域活性フォーラム」を開催して、職場での取り組みと地域での取り組みを一体のものとして取り組んでいきたいと思います。
大きい二つは、春闘の取り組みの延長線上にあります、解散総選挙の取り組みついて

であります。
連合山形としては、この山形から政治を変えるために、今日間もなくこの会場に見えますが、衆議院候補予定者として、１区・荒井寛さん、２区・近藤洋介衆議院議員、３区・阿部寿一さんを推薦することを決定しました。よろしくお願いしたいと思います。

　　以上申し上げながら、挨拶にしたいと思います。皆さん、ともに、頑張りましょう！
